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§１．研究成果の概要 

 

確率的セルラオートマタ(SCA)に基づくアニーリング方式・チップに関して，IEEE JSSC で論文発

表するとともに，その収束性・実行効率向上の研究を推進した(発表準備中)．また，決定森に関し

ては，ExtraFerns (CANDAR2020)，閾値共有アーキテクチャ(ARC2020)，Stochastic Decision 

Forest（発表準備中），事前領域分割に基づく推論高速化（発表準備中）など，アーキテクチャ視

点での並列化・軽量化・高速化の研究に取り組んだ． 

 高信頼性・安全性の学習手法学習として，整数計画法を用いた反実仮想説明の生成手法と，そ

の因果推定を用いた拡張手法，多様な解候補の列挙手法を開発し，トップ AI 会議 IJCAI2020 に

1 件と AAAI2021 に 2 件が採択された．実世界の構造データに対する組合せ最適化について各

種の効率良い解法を開発し，当該分野の第一級の学術誌と国際会議で発表した．  

 再生可能エネルギーのナノグリッド群を電気自動車でネットワーク化する自立型地産地消エネル

ギーシステム最適化問題の例を数学的に定義し、プログラミングコンテストを開催した。参加登録者

数 1716 名(約 687 名が海外)と大盛況であった。また、過去のコンテスト成果を活かして，アニーリ

ングマシンのグラフ埋込みアルゴリズム(17 年度課題)が学術誌 Springer Soft Computing に採択さ

れ、買物支援サービス（19 年度課題）における時空間最適化技術を国際会議 NOLTA2020 で発

表した。 

 複数のスピンが同時に反転しうる SCA に関し、高温相での混合時間や、対数温度スケジュール

による基底状態の探索可能性を証明し、論文を公開。結合定数の桁切りや、複数のスピンを間引

く摂動に対し、誤差の範囲で基底状態が不変であるための十分条件を導き、論文を公開した。 

 

 

§２．研究実施体制 

 

（１）アーキテクチャグループ 

① 研究代表者：本村 真人 （東京工業大学科学技術創成研究院、教授） 

② 研究項目 

・ アンサンブル・オンライン学習エッジアクセラレータ 

・ 多目的エネルギー最小化エンジン 

 

（２）機械学習グループ 

① 主たる共同研究者：有村 博紀 （北海道大学大学院情報科学研究科、教授） 

② 研究項目 

・ 高精度アンサンブル-オンライン学習 HW の研究開発 

・ 高信頼性・安全性の学習アルゴリズムの研究開発 

・ 時空間展開型-機械学習 HW の自動運用技術・応用技術 
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（３）社会応用アルゴリズムグループ 

① 主たる共同研究者：湊 真一 （京都大学情報学研究科、教授） 

② 研究項目 

・ アニーリング計算の応用展開・評価 

・ 次世代アニーリング計算モデル 

・ 時空間展開 HW-SW 統合アルゴリズム 

・ 時空間展開型-最適化問題応用 

 

（４）数理科学グループ 

① 主たる共同研究者：坂井 哲 （北海道大学大学院理学研究院、教授） 

② 研究項目 

・ 最適グラフ埋め込み指導原理 

・ 確率セルラオートマタ（SCA）型高速サンプリング理論 

・ 対結合ゆらぎ基底状態安定性理論 

・ 数理モデル社会展開 
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